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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（I）：
【化１】

［一般式(I)中、Ｒ1は炭素数１または２のアルキル基を表し、ｘは１または０であり、Ｒ
2は炭素数１または２のアルコキシ基を表し、Ｒ3は水素原子またはフェニル基を表し、ｎ
は１０～４０の範囲の整数である。］
で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物である蒸着材料からなる撥水性蒸
着膜を最表層として有することを特徴とする眼鏡レンズ。
【請求項２】
前記撥水性蒸着膜は、珪素酸化物である蒸着材料からなる蒸着膜と隣接配置されている、
請求項１に記載の眼鏡レンズ。
【請求項３】
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前記蒸着膜は、多層反射防止膜の最上層であり、該多層反射防止膜の最下層も、珪素酸化
物である蒸着材料からなる蒸着膜である、請求項２に記載の眼鏡レンズ。
【請求項４】
前記最下層の蒸着膜は、ハードコート層と隣接配置されている、請求項３に記載の眼鏡レ
ンズ。
【請求項５】
前記ハードコート層は、シリカコロイド粒子を含む、請求項４に記載の眼鏡レンズ。
【請求項６】
レンズ基材上に直接または間接的に、下記一般式（I）：
【化２】

［一般式(I)中、Ｒ1は炭素数１または２のアルキル基を表し、ｘは１または０であり、Ｒ
2は炭素数１または２のアルコキシ基を表し、Ｒ3は水素原子またはフェニル基を表し、ｎ
は１０～４０の範囲の整数である。］
で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物を蒸着材料とする蒸着により撥水
性蒸着膜を形成する工程を含むことを特徴とする、該撥水性蒸着膜を最外層として有する
眼鏡レンズの製造方法。
【請求項７】
前記撥水性蒸着膜を、珪素酸化物を蒸着材料とする蒸着により形成された蒸着膜表面上に
形成する請求項６に記載の眼鏡レンズの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼鏡レンズおよびその製造方法に関するものであり、詳しくは、水滴の付着
・残留を効果的に防止し得る撥水性薄膜を最表面に有する眼鏡レンズおよびその製造方法
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在多くの眼鏡レンズには、水滴や汗、指紋等の汚れの付着を防止し、またそれらの除
去を容易にするために、最表層として撥水性薄膜が形成されている。近年、そのような撥
水性薄膜を形成するための撥水剤および撥水性薄膜の形成方法について、様々な検討がな
されている（例えば特許文献１～４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０５－２１５９０５号公報
【特許文献２】特開平１０－１３３００１号公報
【特許文献３】特開２００３－２３８５７７号公報
【特許文献４】ＷＯ２００９／０２８３８９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　眼鏡レンズ最表面に付着した水滴は装用者の視界の妨げとなる。また、水分が乾燥する
ことで発生する水滴の跡（いわゆる水ヤケ）は、装用者の視界の妨げとなるばかりか眼鏡
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レンズの外観を損なう原因となる。そのため眼鏡レンズ最表面への水滴の付着・残留を効
果的に防止するに足る撥水性を眼鏡レンズ最表面に付与することが望まれる。しかしなが
ら、特許文献１～４に記載の方法をはじめとする従来の技術は、必ずしも十分な撥水性を
眼鏡レンズ最表面に付与できるものではなかった。したがって眼鏡レンズ最表面への水滴
の付着や水ヤケの発生を防止するために、眼鏡レンズ最表面の撥水性をより一層高めるこ
とが求められている。
【０００５】
　そこで本発明の目的は、優れた撥水性を示す薄膜を最表層に有する眼鏡レンズを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは上記目的を達成するために鋭意検討を重ねた。その結果、後述する一般式
（I）で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物は、これを蒸着材料として
用いることで、従来知られていた撥水剤を蒸着材料として用いる場合と比べて、蒸着方法
・蒸着条件は同様であっても形成される蒸着膜表面の水に対する接触角、即ち撥水性が高
まることを新たに見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　即ち、上記目的は、
　下記一般式（I）：
【化１】

［一般式(I)中、Ｒ1は炭素数１または２のアルキル基を表し、ｘは１または０であり、Ｒ
2は炭素数１または２のアルコキシ基を表し、Ｒ3は水素原子またはフェニル基を表し、ｎ
は１０～４０の範囲の整数である。］
で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物を蒸着材料とする蒸着により形成
された撥水性蒸着膜を最表層として有することを特徴とする眼鏡レンズ、
によって達成された。
【０００８】
　本発明の一態様によれば、前記撥水性蒸着膜は、珪素酸化物を蒸着材料とする蒸着によ
り形成された蒸着膜と隣接配置されている。
　別の態様によれば、前記蒸着膜は、多層反射防止膜の最上層であり、該多層反射防止膜
の最下層も、珪素酸化物を蒸着材料とする蒸着により形成された蒸着膜である。
　更に別の態様によれば、前記最下層の蒸着膜は、ハードコート層と隣接配置されている
。
　更に別の態様によれば、前記ハードコート層は、シリカコロイド粒子を含む。
【０００９】
　更に本発明は、レンズ基材上に直接または間接的に、前記一般式（I）で表されるパー
フルオロポリエーテル変性シラン化合物を蒸着材料とする蒸着により撥水性蒸着膜を形成
する工程を含むことを特徴とする、該撥水性蒸着膜を最外層として有する眼鏡レンズの製
造方法、
に関する。
【００１０】
　本発明の一態様によれば、前記撥水性蒸着膜は、珪素酸化物を蒸着材料とする蒸着によ
り形成された蒸着膜表面上に形成することができる。
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【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、眼鏡レンズ最表面に優れた撥水性を付与することができるため、装用
者の視界の妨げや眼鏡レンズの外観を損なう原因となる、最表面への水滴の付着・残留が
効果的に防止された眼鏡レンズを提供することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、下記一般式（I）：
【化２】

［一般式(I)中、Ｒ1は炭素数１または２のアルキル基を表し、ｘは１または０であり、Ｒ
2は炭素数１または２のアルコキシ基を表し、Ｒ3は水素原子またはフェニル基を表し、ｎ
は１０～４０の範囲の整数である。］
で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物を蒸着材料とする蒸着により形成
された撥水性蒸着膜を最表層として有することを特徴とする眼鏡レンズ、
に関する。
【００１３】
　更に本発明によれば、レンズ基材上に直接または間接的に、前記一般式（I）で表され
るパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物を蒸着材料とする蒸着により撥水性蒸着膜
を形成する工程を含むことを特徴とする、該撥水性蒸着膜を最外層として有する眼鏡レン
ズの製造方法、
　も提供される。
【００１４】
　以下、本発明の眼鏡レンズおよび眼鏡レンズの製造方法について、更に詳細に説明する
。
【００１５】
　前記撥水性蒸着膜は、本発明の眼鏡レンズの物体側表面、眼球側表面の少なくとも一方
の面の最表層に位置する。なお物体側表面とは、本発明の眼鏡レンズが枠入れされて作製
された眼鏡が装用された際に物体側に配置される面をいい、眼球側表面とは眼球側に配置
される面をいう。雨滴等の水滴が付着しやすい面は物体側表面であるため、前記撥水性蒸
着膜は、少なくとも物体側表面に位置することが好ましい。
【００１６】
　一般に眼鏡レンズは、少なくともレンズ基材を構成要素として含み、該レンズ基材上に
、眼鏡レンズに所望の性能を付与するための各種機能性膜が形成されてなる。前記撥水性
蒸着膜は、レンズ基材上に直接形成されていてもよく、レンズ基材上に一層または二層以
上の機能性膜を介して間接的に形成されていてもよい。レンズ基材としては、特に限定さ
れるものではなく、眼鏡レンズのレンズ基材に通常使用される材料、例えば、ポリウレタ
ン、ポリチオウレタン、ポリカーボネート、ジエチレングリコールビスアリルカーボネー
ト等のプラスチック、無機ガラス、等からなるものを用いることができる。レンズ基材の
厚さおよび直径は、特に限定されるものではないが、通常、厚さは1～30mm程度、直径は5
0～100mm程度である。本発明の眼鏡レンズが視力矯正用の眼鏡レンズの場合、レンズ基材
としては、屈折率ndが1.5～1.8程度のものを使用することが多い。レンズ基材としては、
通常無色のものが使用されるが、透明性を損なわない範囲で着色したものを使用すること
もできる。
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【００１７】
　レンズ基材と前記撥水性蒸着膜との間に存在し得る機能性膜は特に限定されるものでは
なく、例えば、耐久性向上に寄与するハードコート層、密着性向上のためのプライマー層
（接着層）、反射防止性能を付与するための反射防止層等を挙げることができる。これら
の機能性膜は、いずれも公知の方法で形成することができる。また、これらの任意に形成
される機能性膜の膜厚は、所期の機能を発揮し得る範囲に設定すればよく、特に限定され
るものではない。なおレンズ基材は、保管時ないし流通時の傷の発生を防止するためにハ
ードコート層付きで市販されているものもあり、本発明ではそのようなレンズ基材を使用
することもできる。
【００１８】
　上記ハードコート層の好ましい例としては、特開昭６３－１０６４０号公報に記載され
ているコーティング組成物を塗布および乾燥させることにより形成される保護膜を挙げる
ことができる。当該保護膜のように、無機酸化物粒子を含むハードコート層は、硬度が高
いため眼鏡レンズの耐久性向上に寄与することができる。上記無機酸化物粒子としては、
シリカ粒子の使用が好ましく、中でも、光学的に均質なハードコート層を形成する観点か
らは、シリカコロイド粒子（コロイダルシリカ）の使用が好ましい。また、上記ハードコ
ート層に隣接する層（上層）が、後述する珪素酸化物を蒸着材料とする蒸着により形成さ
れた蒸着膜のように珪素酸化物を含む層であることは、ハードコート層と上層との密着性
の観点から、好ましい。なお本発明において、眼鏡レンズに含まれる層についての上下と
は、レンズ基材から遠い側を上、近い側を下というものとする。
【００１９】
　前記撥水性蒸着膜は、以上説明したレンズ基材上に直接、または前記した機能性膜を介
して間接的に形成される。以下、前記撥水性蒸着膜の形成に使用される蒸着材料について
説明する。
【００２０】
　前記撥水性蒸着膜は、下記一般式(I)で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン
化合物を蒸着材料とする蒸着により形成される。
【００２１】

【化３】

【００２２】
　一般式(I)中、Ｒ1は炭素数１または２のアルキル基、具体的にはメチル基またはエチル
基を表し、被蒸着表面との密着性の観点からは、メチル基であることが好ましい。
　ｘは１または０であり、被蒸着表面との密着性の観点からは、１であることが好ましい
。
　Ｒ2は炭素数１または２のアルコキシ基、具体的にはメトキシ基またはエトキシ基を表
し、被蒸着表面との密着性の観点からは、メトキシ基であることが好ましい。
　Ｒ3は水素原子またはフェニル基を表し、被蒸着表面との密着性の観点からは、水素原
子であることが好ましい。ｎは１０～４０の範囲の整数であり、形成される蒸着膜の性能
の観点から、１０～３０の範囲の整数であることが好ましい。
【００２３】
　パーフルオロポリエーテル変性シラン化合物の合成方法は当分野で公知であって、一般
式（I）で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物も公知の合成方法によっ
て容易に得ることができる。
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【００２４】
　以上説明した一般式(I)で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物の具体
例としては、下記構造を挙げることができるが、本発明はこれら具体例に限定されるもの
ではない。以下において、ｎは一般式(I)と同義である。
【００２５】
【化４】

【００２６】
　一般式(I)で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物（以下、「撥水剤」
ともいう）は、一方の末端に撥水性を発現し得るパーフルオロポリエーテル基を持ち、他
方の末端に隣接する表面と反応し密着性を発現し得る含珪素置換基（-Si（R1）x（R2）(3

-x)）とガラスや珪素酸化物などの高極性表面に対して良好な配向性を示し得る水酸基や
フェニル基といった高極性官能基とを併せ持つ構造を有する。このような構造を有する撥
水剤がレンズ基材または機能性膜表面に蒸着されると、含珪素置換基と高極性官能基であ
る水酸基やフェニル基が被蒸着表面に強く密着・配向し反応するため、最表面にパーフル
オロポリエーテル基が配向する傾向が促進されるものと考えられる。また、前記撥水剤の
パーフルオロポリエーテル基は、単位セグメント中に－ＣＦ3基を保有しているが、この
－ＣＦ3基は、－ＣＦ2－基以上に自由エネルギーが低い官能基であり、しかも分岐してい
るため立体化学的にはもっとも外側に位置しているものと推察される。このようなパーフ
ルオロポリエーテル基をレンズ最表面に配向させることで表面エネルギーを低下させるこ
とができ、その結果、きわめて良好な撥水性を、眼鏡レンズ表面に付与することができる
と、本発明者らは考えている。また前記撥水剤は、従来の撥水剤に比べ被蒸着表面に対し
て良好な配向性を示すことができ、結果としてレンズ最表面におけるパーフルオロポリエ
ーテル基の配向性が促進されるため、少量でも良好な撥水性を発現することができると考
えられる。
【００２７】
　前記撥水剤が蒸着される被蒸着表面は特に限定されるものではないが、一般式(I)に含
まれる高極性官能基（水酸基、フェニル基）によってより良好な配向性を得る観点から、
被蒸着表面はガラスや珪素酸化物等の高極性表面であることが好ましい。ガラスから形成
される高極性表面の具体例としては、ガラス製のレンズ基材表面を挙げることができる。
一方、珪素酸化物から形成される高極性表面の具体例としては、SiO2等の珪素酸化物を蒸
着材料とする蒸着により形成された蒸着膜表面を挙げることができる。先に機能性膜の一
例として例示した反射防止膜は、反射すべき光の波長と膜材料の屈折率に基づき決定され
た光学膜厚で高屈折率材料と低屈折率材料が交互に積層された多層蒸着膜として成膜され
る。SiO2等の珪素酸化物は一般に低屈折率材料であり、本発明の眼鏡レンズでは、このよ
うな多層蒸着膜の最外層として、SiO2等の珪素酸化物を蒸着材料とする蒸着により形成さ
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れた蒸着膜が存在し得る。なお上記高屈折率材料としては、例えば、ZrO2等のジルコニウ
ム酸化物を使用することができる。
【００２８】
　前記撥水剤は一種または二種以上を混合して蒸着材料として使用することができる。ま
た前記撥水剤は、一部がその部分加水分解縮合物として蒸着材料に含まれていてもよい。
【００２９】
　前記撥水剤は、そのまま、または適当な溶剤によって希釈して蒸着材料として用いられ
る。溶剤としては、当分野で一般的に使用されるものを用いることができ、特別に限定は
されないが、例えば、パーフルオロヘプタン、パーフルオロヘキサン、ｍ－六フッ化キシ
レン（ｍ－ｘｙｌｅｎｅ ｈｅｘａｆｌｕｏｒｉｄｅ）、ベンゾトリフルオリド、メチル
パーフルオロブチルエーテル、エチルパーフルオロブチルエーテル、パーフルオロ（２－
ブチルテトラヒドロフラン）、１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロ－４－（１，１
，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）－ペンタン、メチルパーフルオロヘキシ
ルエーテルなどのフッ素変性炭化水素系溶剤などが挙げられる。これらの溶剤は１種を単
独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
　前記撥水剤を溶剤によって希釈して得られる撥水剤溶液中の前記撥水剤の濃度は特に限
定されるものではなく、蒸着条件や所望の膜厚等に応じて適宜決定することができる。蒸
着材料は、適当な容器に入れて、または多孔性材料に含浸させて、撥水性蒸着膜の形成に
用いられる。
【００３０】
　前記撥水性蒸着膜は、真空蒸着法、イオンプレーティング法、プラズマCVD法、イオン
アシスト法、反応性スパッタリング法等の各種蒸着法により形成することができる。より
一層優れた撥水性を有する蒸着膜を形成する観点からは、真空蒸着法を用いることが好ま
しい。更なる撥水性向上のためには、前記撥水剤に含まれるパーフルオロポリエーテル基
を撥水性蒸着膜表面に高度に配向させることが好ましく、そのためには、真空蒸着におい
ては、蒸着時の加熱温度を５００℃以上とすることが好ましく、５５０℃以上とすること
がより好ましく、６００℃以上とすることが更に好ましく、６５０℃以上とすることがよ
り一層好ましく、７００℃以上とすることが更に一層好ましい。なお本発明において、蒸
着に関する加熱温度とは、蒸着時に蒸着材料が曝される雰囲気温度（例えば蒸着装置内の
雰囲気温度）をいうものとする。前記真空蒸着における加熱温度は、より一層優れた撥水
性を有する撥水性蒸着膜を形成する観点からは、７００℃以上、例えば７００℃～９００
℃の範囲とすることが好ましい。また、眼鏡レンズの最表面に前記パーフルオロポリエー
テル基を高度に配向させる観点からは、前記真空蒸着は、３．０×１０-2Ｐａ以下の真空
度に制御した蒸着空間内で行うことが好ましい。
【００３１】
　上記蒸着により一般式(I)で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物は加
熱蒸発し、蒸着装置内に配置されたレンズ基材またはレンズ基材上に形成された機能性膜
の表面に付着することで該表面上に撥水性蒸着膜が形成される。こうして形成される撥水
性蒸着膜の膜厚は特に限定されるものではないが、例えば０．１ｎｍ～５μｍ程度であり
、蒸着条件および蒸着材料の使用量等によって制御可能である。
【００３２】
　以上説明した撥水性蒸着膜は、水滴の付着・残留を防止する機能を果たすものであり、
また汗や指紋の付着を防止し、それらの除去を容易にする防汚層としても機能し得るもの
である。
【実施例】
【００３３】
　以下、本発明を実施例に基づき説明するが、本発明は実施例に示す態様に限定されるも
のではない。
【００３４】
［実施例１］
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１．撥水剤の合成
パーフルオロポリエーテル化合物を合成する第１段階：
　攪拌器、冷却ジャケット、温度計、圧力計が設置されたステンレス製高圧反応器にテト
ラグリム２．４９ｇ、フッ化セシウム１．６９ｇ、ヘキサフルオロプロピレン８７．７５
ｇおよびヘキサフルオロプロピレンオキシド２２０ｇを投入し、－３５℃で反応させるこ
とで無色透明液状のパーフルオロポリエーテル化合物を得た。この化合物について、ＦＴ
－ＩＲおよび19Ｆ－ＮＭＲによる同定を行った。ＦＴ－ＩＲにおいて－Ｃ（Ｏ）Ｆの吸収
の存在を確認した。19Ｆ－ＮＭＲにおいて以下のピークを確認した。
　この化合物のＦＴ－ＩＲおよび19Ｆ－ＮＭＲのスペクトルデータを以下に示す。
19Ｆ－ＮＭＲ
　　８３．３ｐｐｍ　ｓ、３Ｆ、ＣＦ3ＣＦ2－
　　１３１．３ｐｐｍ　ｍ、２Ｆ、ＣＦ3ＣＦ2－
　　８３．２ｐｐｍ　ｍ、２Ｆ、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2－
　　　　　　　　　　ｓ、３Ｆ、－ＣＦ（ＣＦ3）Ｃ（Ｏ）Ｆ
　　１４６．２ｐｐｍ　ｔ、１Ｆ、－ＯＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－
　　８１．６ｐｐｍ　ｍ、３Ｆ、－ＯＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－
　　　　　　　　　　ｍ、２Ｆ、－ＯＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－
　　１３２．０ｐｐｍ　ｔ、１Ｆ、－ＣＦ（ＣＦ3）Ｃ（Ｏ）Ｆ
ＦＴ－ＩＲ
　１８８０ｃｍ-1（－Ｃ（Ｏ）Ｆ）
　１１００～１３４０ｃｍ-1（Ｃ－Ｆ）
【００３５】
パーフルオロポリエーテル化合物をメチルエステル化してメチルエステル化パーフルオロ
ポリエーテル化合物を合成する第２段階：
  前記の第１段階で得られたパーフルオロポリエーテル化合物にメタノール５ｇを添加し
、室温で１２時間攪拌し、未反応のメタノールを真空乾燥にて除去することで、無色透明
液状のメチルエステル化パーフルオロポリエーテル化合物２２１ｇを得た。ゲル透過クロ
マトグラフィー（ＧＰＣ）測定により、このメチルエステル化パーフルオロポリエーテル
化合物は分子量がＭＷ＝２３００であり、ヘキサフルオロプロピレンオキシドが約１３量
体であることが確認された（以下、「メチルエステル化パーフルオロポリエーテル化合物
１３量体」という）。
　ゲル透過クロマトグラフィー（ＧＰＣ）の測定条件は以下の通りとした。
　使用機器：Ｗａｔｅｒｓ　４１０　Ｄｅｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｒｅｆａｃｔｏｍｅｔ
ｅｒ、Ｗａｔｅｒｓ　７１７ｐｌｕｓ　Ａｕｔｏ　Ｓａｍｐｌｅｒ、Ｗａｔｅｒｓ　１５
２５　Ｂｉｎａｒｙ　ＨＰＬＣ　Ｐｕｍｐ
　使用溶剤：Ｒ－１１３（１，１，２－トリクロロ－１，２，２－トリフルオロエタン）
　温度：２５℃
　流量：１～５μｌ／ｍｉｎ
【００３６】
　上記化合物について、ＦＴ－ＩＲおよび1Ｈ－ＮＭＲによる同定を行った。ＦＴ－ＩＲ
において－Ｃ（Ｏ）Ｆの吸収の消失と－Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ3の吸収の存在を確認した。1Ｈ－
ＮＭＲにおいて－ＯＣＨ3のピークを確認した。
　この化合物のＦＴ－ＩＲおよび1Ｈ－ＮＭＲのスペクトルデータを以下に示す。
ＦＴ－ＩＲ
　１８００ｃｍ-1（－Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ3）
1Ｈ－ＮＭＲ（Ｃ６Ｆ６）
　４．３ｐｐｍ　ｓ、－ＯＣＨ3

【００３７】
メチルエステル化パーフルオロポリエーテル化合物とアミノシラン化合物とを反応させて
パーフルオロポリエーテル変性アミノシラン化合物を合成する第３段階：
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  前記の第２段階で得られたメチルエステル化パーフルオロポリエーテル化合物１３量体
２０ｇ（８．７ミリモル）に反応溶媒として１，３－ビス（トリフルオロメチル）ベンゼ
ン１０ｇを加え、３－（２－アミノエチル）アミノプロピルメチルジメトキシシラン（信
越化学工業株式会社製商品名ＫＢＭ－６０２）１．９７ｇ（９．５７ミリモル）を添加し
た後、窒素雰囲気下で６５～７５℃で６時間反応させ、メタノールで沈殿精製することで
、微黄色透明液状のパーフルオロポリエーテル変性アミノシラン化合物２１．５０ｇ得た
。
　この化合物について、ＦＴ－ＩＲおよび1Ｈ－ＮＭＲによる同定を行った。ＦＴ－ＩＲ
において－Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ3の吸収の消失と－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－の吸収の存在を確認した。1

Ｈ－ＮＭＲにおいて以下のピークを確認した。この化合物のＦＴ－ＩＲおよび1Ｈ－ＮＭ
Ｒのスペクトルデータを以下に示す。
ＦＴ－ＩＲ
　１７１０ｃｍ-1（－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－）
　１５３０ｃｍ-1（－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－）
1Ｈ－ＮＭＲ（Ｃ６Ｆ６）
　０．１１ｐｐｍ　ｓ、３Ｈ、≡Ｓｉ－ＣＨ3

　０．７ｐｐｍ　　ｔ、２Ｈ、－ＣＨ2－Ｓｉ≡
　１．７４ｐｐｍ　ｍ、２Ｈ、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－
　２．９１ｐｐｍ　ｍ、２Ｈ、－ＮＨ－ＣＨ2－
　３．１６ｐｐｍ　ｍ、２Ｈ、－ＣＨ2－ＮＨ－
　３．４３ｐｐｍ　ｍ、２Ｈ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－ＣＨ2－
　３．５６ｐｐｍ　ｓ、６Ｈ、＝Ｓｉ－（ＯＣＨ3）2

【００３８】
パーフルオロポリエーテル変性アミノシラン化合物の２級アミノ基にエポキシアルコール
化合物（エポキシ基とヒドロキシ基とを有する化合物）を反応させ、本発明のパーフルオ
ロポリエーテル変性シラン化合物を合成する第４段階：
　前記の第３段階で得られたパーフルオロポリエーテル変性アミノシラン化合物２１．５
０ｇ（８．６６ミリモル）に再び反応溶媒として１，３－ビス（トリフルオロメチル）ベ
ンゼン１０ｇを加えた後、３－グリシドール０．７７ｇ（１０．４３ミリモル）を添加し
、窒素雰囲気下で３５～４５℃で６時間反応させ、メタノールで沈殿精製することで、微
黄色透明液状のパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物２２．１２ｇを得た。
　この化合物について、ＦＴ－ＩＲおよび1Ｈ－ＮＭＲによる同定を行った。ＦＴ－ＩＲ
においてＯＨの吸収の存在を確認した。1Ｈ－ＮＭＲにおいて以下のピークを確認した。
この化合物のＦＴ－ＩＲと1Ｈ－ＮＭＲのスペクトルデータを以下に示す。
ＦＴ－ＩＲ
　　３２５０～３４１０ｃｍ-1（Ｏ－Ｈ、Ｎ－Ｈ）
　　２７８０～３０００ｃｍ-1（Ｃ－Ｈ）
　　１７１０ｃｍ-1（－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－）
　　１５３０ｃｍ-1（－ＣＯＮＨ－）
　　１１００～１３４０ｃｍ-1（Ｃ－Ｆ）
1Ｈ－ＮＭＲ
　０．１１ｐｐｍ　ｓ、３Ｈ、≡Ｓｉ－ＣＨ3

　０．７ｐｐｍ　　ｔ、２Ｈ、－ＣＨ2－Ｓｉ≡
　２．６５～３．１５　ｍ、６Ｈ、－ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ2－）－ＣＨ2－
　３．４３ｐｐｍ　ｍ、２Ｈ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－ＣＨ2－
　３．６３ｐｐｍ　ｓ、６Ｈ、＝Ｓｉ－（ＯＣＨ3）2

　３．７１～４．３１　ｍ、５Ｈ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2ＯＨ
【００３９】
　以上の同定結果から、前記の第４段階で得られたパーフルオロポリエーテル変性シラン
化合物が、下記化学式ａで表される構造を有することが確認された。
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【００４０】
【化５】

【００４１】
２．撥水性蒸着膜の形成
　眼鏡レンズ基材（ＨＯＹＡ株式会社製ポリカーボネートレンズ、屈折率１．５８９、度
数―４．００）の表面（凸面形状）上に、プライマー層（ポリカーボネートポリウレタン
樹脂を含む水系ポリウレタン樹脂層）、ハードコート層（特開昭６３－１０６４０号公報
に記載のシリカコロイド粒子含有保護膜を使用）、および反射防止膜（ＳｉＯ2を蒸着材
料として形成された蒸着膜とＺｒＯ2を蒸着材料として形成された蒸着膜が交互に複数積
層された多層膜）をこの順に積層した。上記多層膜の最下層、最上層（最外層）ともＳｉ
Ｏ2蒸着層である。
　最外層のＳｉＯ2蒸着層表面に、以下の方法により撥水性蒸着膜を形成した。
　上記１．で得たパーフルオロポリエーテル変性シラン化合物の２０質量％溶液（溶媒は
メチルパーフルオロブチルエーテル（東京化成工業株式会社製）を使用、以下「調合液１
」と記載）０．２５ｍＬを浸み込ませたステンレス製焼結フィルター（細孔径８０～１０
０μｍ、直径１８ｍｍ、厚さ３ｍｍ）を５０℃で１時間ドライオーブンにて加熱し、その
後真空蒸着装置（シンクロン社製ＣＥＳ－１０５０真空蒸着装置）内にセットした。ハロ
ゲンランプ加熱ユニットにて焼結フィルター全体を加熱して、７００～７５０℃の蒸着温
度にて上記プラスチックレンズの最外層のＳｉＯ2蒸着層表面に蒸着膜を成膜した（蒸着
装置内の真空度：１．５　ｘ　１０-2Ｐａ　以下）。形成された蒸着膜の厚さを、光学式
膜厚測定器により測定したところ、８～１０ｎｍであった。以下において、実施例１にお
ける蒸着条件を「条件１」と記載する。
　再現性を確認するために、同様の操作を行い合計７枚のプラスチックレンズに蒸着膜を
形成した。
【００４２】
［実施例２］
　真空蒸着時の加熱温度を５５０～６５０℃に変更した点以外は実施例１と同様の操作を
行い、プラスチックレンズ上に蒸着膜を成膜した。以下において、実施例２における蒸着
条件を「条件２」と記載する。
【００４３】
［比較例１］
　調合液１を信越化学社製撥水性コーティング剤（商品名ＫＹ－１３０、以下「調合液２
」と記載）に変更した点以外は実施例１と同様の操作を行い、プラスチックレンズ上に蒸
着膜を成膜した。
【００４４】
［比較例２］
　調合液１を信越化学社製撥水性コーティング剤（商品名ＫＰ－８０１、以下「調合液３
」と記載）に変更した点以外は実施例１と同様の操作を行い、プラスチックレンズ上に蒸
着膜を成膜した。
【００４５】
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　調合液１を調合液２に変更した点以外は実施例２と同様の操作を行い、プラスチックレ
ンズ上に蒸着膜を成膜した。
【００４６】
［比較例４］
　調合液１を調合液３に変更した点以外は実施例２と同様の操作を行い、プラスチックレ
ンズ上に蒸着膜を成膜した。
【００４７】
［実施例３］
　撥水性蒸着膜形成のための調合液（以下、「調合液４」と記載）に含まれる撥水剤とし
て、以下の方法で合成した撥水剤を使用した点以外は実施例１と同様の操作を行い、プラ
スチックレンズ上に蒸着膜を成膜した。
　実施例１の合成の第４段階において、３－グリシドール０．７７ｇ（１０．４３ミリモ
ル）に変えてフェニルグリシジルエーテル１．５６ｇ（１０．４３ミリモル）を使用した
以外は、化学式ａで表される化合物の合成と同様に操作を行って、微黄色透明液状のパー
フルオロポリエーテル変性シラン化合物２２．７７ｇを得た。化学式ａで表される化合物
を同定した際と同様の方法で同定を行った結果、得られたパーフルオロポリエーテル変性
シラン化合物は化学式ｂで表わされる構造を有することが確認された。
【００４８】
【化６】

【００４９】
水に対する接触角（静止接触角）の測定
　上記実施例、比較例で形成した蒸着膜表面の水に対する接触角を、以下の方法で測定し
た。
　接触角計（協和界面科学（株）製品、ＣＡ－Ｄ型）を使用し、２５℃において直径２ｍ
ｍの水滴を針先に作り、これを蒸着膜表面に触れさせて、水滴を作った。この時に生ずる
水滴と蒸着膜表面との角度を測定し静止接触角とした。静止接触角θは水滴の半径（水滴
が蒸着膜表面に接触している部分の半径）をｒとし、水滴の高さをｈとしたときに、以下
の式で求められる。
　θ＝２×ｔａｎ‐1（ｈ／ｒ）
　なお、静止接触角の測定は、水の蒸発による測定誤差を最小限にするために液滴を蒸着
膜表面に触れさせた後１０秒以内に行った。
　各実施例、比較例について合計７枚のサンプルレンズにおいて測定された水に対する接
触角およびその平均値を、以下の表１に示す。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
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評価結果
　眼鏡レンズ表面の水に対する接触角は、数度の違いであっても撥水性は大きく相違する
ところ、表１に示すように、一般式(I)で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン
化合物を蒸着材料として作製された撥水性蒸着膜を有する実施例のレンズは、同じ蒸着条
件で作製された蒸着膜を有する比較例のレンズと比べて約２度～７度超の接触角の向上を
示した。この結果から、本発明によれば、既存の製造工程において蒸着条件を大きく変更
することなく蒸着材料を変更するのみで、優れた撥水性を有する眼鏡レンズの提供が可能
となることが実証された。
　また、表１に示すように、一般式(I)で表されるパーフルオロポリエーテル変性シラン
化合物を蒸着材料として使用すれば、蒸着条件１から蒸着条件２のように処理温度を下げ
ても、従来の撥水剤と同等以上の撥水性能を示す撥水性蒸着膜を形成することができる。
この結果から、本発明によれば、撥水性蒸着膜を有する眼鏡レンズ製造におけるエネルギ
ーの節約や、処理時間の短縮も可能であることが確認できる。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、眼鏡レンズの製造分野において有用である。
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